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１ 普通教科「家庭」の評価の観点について

教科目標と評価の観点との関連 具体的な評価の内容 評価方法例
学習への取り組み状況の関 家庭科の学習が家庭や地域の生活 衣食住の生活、家族・家庭、消
観察、生徒の自己評価、心 の充実向上を図る能力と実践的な 費生活などの家庭や地域の生活
ホームプロジェクトの取・ 態度の育成を目標としていること について関心をもっているか、
組状況、計画立案の積極意 と関連したものであり、生徒の主 進んで学習活動に取り組んでい
性、作品等の提出状況、欲 体的な学習を進めることや学習し るか、意欲的、積極的に課題解
レポートや感想文、実践・ たことを実際の生活に生かすこと 決をしようとしているか、知識
の記録態 ができるようにするための重要な と技術を進んで活用しようとし

。度 観点。 ているかなどについて評価する
学習成果をまとめたレポ家庭科の学習が知識と技術の習得 衣食住の生活、家族・家庭、消
ートや製作物（自分なり思 に終わることなく、家庭や地域の 費生活などの家庭や地域の生活
の工夫をしているか、自考 生活を見つめて課題を発見する能 について見直して課題を見付け、
分の考えを生かしている・ 力、課題解決を目指して思考を深 その解決を目指して学んだ知識
か 、生徒の自己評価、感判 めたり適切に判断したりする能 ・技術を生かしたいくつかの方 ）
想文、相互評価、ロール断 力、工夫したり創造したりする能 法を比較検討し、意思決定をす
プレイングなどの表現活力などの育成を目標としているこ るなどの工夫し創造する能力に
動とと関連したもの。 ついて評価する。
チェックリストを用いた家庭科の学習が生活的な自立や生 衣食住の生活、家族・家庭、消
指導者による作業中の評技 活の充実向上を目指した問題解決 費生活をよりよくするための基
価、生徒によるチェック能 能力の育成を図るための基盤とし 礎的・基本的な技術の習得とと
カードを用いた自己評価・ て、基礎的・基本的な技術の習得 もに、それらの技術を応用発展
・相互評価（製作活動の表 を目標としていることと関連した させ、その成果を適切に表現で
中での基礎的な技術の定現 もの。 きるかどうか、調査・観察など
着度や習熟度、作品の完の技術や適切にまとめて表現で
成度の複数の評価方法をきる技術などを身に付けている
活用して評価する）かについて評価する。
学習レポート、ペーパー知 家庭科の学習が家庭生活の意義や 人間の発達と生活の営みとのか
テスト、学習ノート、学識 役割を理解するとともに、生活的 かわり 家族・家庭生活の意義、 、
習プリント・ な自立や生活の充実向上を目指し 家庭生活の各分野に関する基礎

、理 た問題解決能力の育成を図るため 的・基本的な知識などについて
解 の基盤として、基礎的・基本的な 断片的にではなく実際の生活の
知識の習得を目標としていること 充実向上に役立つよう総合的に
と関連したもの。 理解しているかどうかを評価す

る。

２ 家庭科の学習指導と評価の工夫の配慮点

家庭科の学習活動は、教科の目標実現を目指し、計画、実践、評価という一連の活動が繰り
。 、 、返されながら展開されている 生徒の学習状況の評価は 教科目標の実現状況をみると同時に

教師の指導計画・指導方法が適切であったか、題材は適切であったかを反省し、学習指導の改
善に生かすために行っており、今後一層、指導と評価の一体化を図るとともに、学習指導の過
程における評価の工夫を進めることが重要である。そのためには、各学校において評価の観点
の趣旨を十分に理解して、指導計画に対応した評価計画を作成することが望まれる。
また、各自の家庭生活はそれぞれに異なっており、家族の状況に応じて変化するものである
ことから、一人ひとりの生徒が意欲的に取り組む題材や指導の工夫が求められる。さらに、家
庭科においては、将来にわたって変化し続ける生活に適切に対応できる能力を育てることが必
要であり、特に、意思決定能力や問題解決能力の育成が必要である。このような能力は、各項
目での問題解決的な学習はもとより、ホームプロジェクトや学校家庭クラブ活動を実践するこ
とによって育成することができる。
評価にあたっては、指導後の知識・理解や技能の成果のみに重点を置くのではなく、教師の
観察記録とともに生徒の考えの深まりの状況が把握できる自己評価、レポート、感想文などに
より一人ひとりの学習状況や変容の姿などを長期的にとらえることが重要である。
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３ 学習指導要領の分析から総括的評価までの一連の評価活動の流れについて

学習指導要領 指導要録の改善についての通知

各教科・各科目の目標と内容 各教科の評価の観点及びその趣旨

・国立教育政策研究所の「評価規準の作成、評価方法の工夫改善のための参考資料（高等

学校）－評価規準、評価方法等の研究開発（報告）－」

・各科目の評価の観点の趣旨

・必履修科目（原則履修科目）における内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例

学習指導要領の理解、教科書の検討、教材研究

の作成「指導と評価の年間計画」

評価規準の作成

・指導展開に応じた評価場面の設定

単元の指導・評価計画 ・判定基準の設定

の作成「評価規準を含んだ指導と評価の計画」

評価補助簿､ワークシート､相互評価表､自己評価表

授業の実践 単元の形成的評価 などの活用（ ）

単元ごとの集計と判定、個々の実現状況の確認

単元の総括的評価

学期ごとの集計と総合判定

学期末の総括的評価

学年末の総合判定（評定）

学年末の総括的評価

（１ 「指導と評価の年間計画」について）

これは（２）の の全単元について、その概要を記述したも「評価規準を含んだ指導と評価の計画」

のである。

生徒の学習活動に対するより適正な評価、及び児童生徒の学習の改善にいかされる評価（指導と評

価の一体化）の実現を目指して、次の特色をもった年間計画となっている。

○これまで作られてきた指導計画は、多くの場合、授業内容（指導内容）を単に１年間の授業時間

数に対して配分しただけに留まったが、この計画は、各授業ごとの学習活動のポイント、観点別

の評価のポイントも含めて記述してある。

、 。○評価の方法を記述し 評価から評定への道筋が明確でありかつ説得力をもつように記述してある

（２ 「評価規準を含んだ指導と評価の計画」について）

学習指導要領に基づく「評価規準を含んだ指導と評価の計画」は、言い換えれば、評価規準を盛り

込んだ である。次の特色をもつ。「単元ごとの指導と評価の計画」

○科目全体の評価規準を示した。

○「単元ごとの評価規準」及び単元の「各授業時間ごと主な内容」を示した。

○各授業時間ごとの主な内容には 「主な学習内容」と「主な学習活動・評価の観点」及び「評価の方、

法・指導」を示した。

○「主な学習活動・具体の評価規準」は、上記の の「評価規準」に反映さ「指導と評価の年間計画」

れていなければならない。

○「主な学習活動・具体の評価規準」は、上記の「単元ごとの評価規準」の４観点を具体化したもの

でなければならない。
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□単元のごとの評価規準（例）

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

Ａ○○○○○○○ Ｂ○○○○○○○○ Ｃ○○○○○○○○○○ Ｄ○○○○○○○○

○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○ ○○○○○○○

□各授業時間ごとの主な内容

１項目名 ○○○（授業名）

主な学習内容 主な学習活動・評価の観点 評価の方法・指導

第 ・学習内容の主 ・上記Ａの具体的な内容【関】 ・評価の具体的な

１ な項目を記載 ・上記Ｂの具体的な内容【思】 方法及び指導の

時 ※評価の観点は次のように略記 ポイントを記載

間 【関心・意欲・態度】＝【関】

目 【思考・判断】 ＝【思】

【技能・表現】 ＝【技】

【知識・理解】 ＝【知】

（３ 「評価規準の作成の手引き」）

評価規準については、次の内容構成で作成する。

※以下に記述されている 「評価規準の作成、評価方法の工夫改善のための参考資料（高等学校）－、

評価規準、評価方法等の研究開発（報告）－」は国立教育政策研究所のホームページに掲載されて

いる。

・ …学習指導要領に示す当該科目の目標科目の目標

科目の評価の観点及びその趣旨・

…学習指導要領及び指導要録改善通知に示された当該教科の評価の観点及びその趣旨をもとに

作成

※具体的には 「評価規準の作成、評価方法の工夫改善のための参考資料（高等学校）－評、

価規準、評価方法等の研究開発（報告）－」に記載されたもの。

・ …内容のまとまりごとに４観点別に示した評価規準内容のまとまりごとの評価規準

※「評価規準の作成、評価方法の工夫改善のための参考資料（高等学校）－評価規準、評

価方法等の研究開発（報告）－」に記載されたもの。

※「家庭基礎」においては、学習指導要領の内容の（１ （３ （４）の大項目を内容の）、 ）、

まとまりとし、内容の（２）については、ア、イなどの中項目を内容のまとまりとして

いる。

・ …実際の使用教科書等に基づいた授業の進度に沿って単元ごとに示した単元の目標

目標

※学習指導要領の項目ごとのねらいを基本に記載

・ …単元ごとに４観点別に示した評価規準 「内容のまとまりごとの評価単元の評価規準 。

規準」を単元の内容に即して具体化したもの。

※「評価規準の作成、評価方法の工夫改善のための参考資料（高等

学校）－評価規準、評価方法等の研究開発（報告）－」に「内

容のまとまりごと」の「評価規準の具体例」として記載された

ものを基本に記載

各授業時間ごとの具体の評価規準と方法・

…各授業時間ごとに、単元ごとの評価規準に基づく具体的な評価規準と

その方法を示したもの
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２ 指導と評価の年間計画（2単位） （第１学年用）
＜例１＞
目 標 人の一生と家族・福祉、衣食住、消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、家庭生活の充実向

学習指導要領 上を図る能力と実践的な態度を育てる。【 】
到達目標に向 ・家族や家庭の営みを人の一生とのかかわりの中でとらえ、家庭科の学習を生徒自身の問題としてとらえさせるよう工
けての具体的な 夫する。
取り組み ・乳幼児や高齢者との触れ合いや交流などの実践的な活動を取り入れたり、事例研究や話合い、課題ごとの調査・研究

、 。 、 。【評価規準を念 を取り入れたりするなどして 生徒が主体的に取り組む学習活動を工夫する また 家庭クラブ活動との連携を図る
頭に置いた指導 ・家族の食生活、衣生活及び住生活に関する基礎的な知識と技術について、実験・実習を中心とする学習活動を通して
の上の留意点】 習得させ、各自の家庭生活の場で生かせるようにする。

・消費者問題や環境問題など、現代の消費生活の課題について認識させ、ライフスタイルの見直しや意思決定など消費
者として責任をもった行動ができるようにする。

・ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動については、各項目の学習との関連を図り、生徒が主体的に取り組む問題
解決的学習として一層充実する。

月 単元名 使用教科書項目（大衆館 家庭基礎） 時 主な学習活動（指導内容）と評価のポイント 評価方法
４ 生活を改 家庭基礎を学ぶに当たって １ ・家庭基礎を学ぶ目的を理解する。履修歴や家庭生活の意 生活意識調
月 善しよう 識のアンケートを実施し、今後の指導に生かす。 査

ﾎｰﾑﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと学校家庭クラブ活動の意義 １ ・ﾎｰﾑﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと学校家庭ｸﾗﾌﾞ活動の意義を理解する。 履修歴調査

生活を営 ( )食生活をみつめよう ２ ・現代の食生活の実態を食生活診断チェックやＶＴＲ、新 診断ﾁｪｯｸ表1
む 聞記事から考え、改善の重要性に気付く。 学習ﾌﾟﾘﾝﾄ
・食生活 ( )健康な食生活のために ・家族の毎日の食事に大切な栄養素とそれを多く含む食品 行動観察2
を営む ・体に必要な栄養素と食品 １ の栄養的特質と調理上の性質を理解する。 献立作成

５ ・炭水化物、脂質 たんぱく質、無機質 ３ ・栄養所要量や食品群別摂取量の目安を、日常の食事と関 検定実技・
月 ビタミンとそれを多く含む食品 連付け、実物や食品模型を用い量的な感覚で理解する。 筆記得点

・栄養素と食事量 ２ ・ライフステージごとの栄養的特徴を理解し、コンピュー 実習作品評
・家族の食事計画 タソフトを活用して家族構成を考えた献立を作成する。 価

( )安全な食生活のために １ ・身近な食品の表示調査や食品添加物の検出などから環境 実験・実習3
・食品の選択と取扱い 保全や安全性を意識した食品選択や購入などができる。 ノート
・食品の衛生と安全 ・調理の基本的技術を身に付け調理に関心をもつ。食物調 研究課題ま

( )食事をつくってみよう １ 理４級検定を実施し合格する。 とめ4
・調理の基礎 ６ ・調理実習は３回程度実施。栄養、食品、食品衛生、マナ

６ ・日常食の調理 ー、環境問題、ライフステージ等とも関連付けて計画的
月 例 朝食 洋風 青年期の昼食 中華風 に実施する。事前・・題材にかかわる学習、事後・・栄（ ）、 （ ）

高齢者の夕食（和風） など 養計算､手順､感想､研究課題を実習ノートにまとめ提出。
・住生活 ( )住生活をみつめよう ・住居は家族の人間関係や気候・風土と深く関わっている 学習ﾌﾟﾘﾝﾄ1
を営む 人と住居 現代の住生活 １ ことを資料をもとに考える。 行動観察

１ ・調査資料や広告、キャッチフレーズから住居の機能と快 中間考査前期中間考査
※テスト返却 ※授業評価 適な生活のための条件を理解する。 ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習
ライフステージと住まい ２ ・家族構成やライフステージに応じて住要求が変化するこ 授業評価表
ライフステージごとの住要求 とを理解する。

７ バリアフリー、ユニバーサルﾃﾞｻﾞｲﾝ ・住まいを多角的に分析・検討し、安全な住居の条件を理
月 ( )健康で安全な住生活のために ２ 解し、住まいの維持管理に主体的にかかわろうとしてい2

る。
・授業評価を実施する。

ﾎｰﾑﾌﾟﾛｼﾞ ホームプロジェクトの計画と実施 ２ ・夏季休業中にホームプロジェクト実施。 レポート
９ ｪｸﾄ ホームプロジェクト発表 ２ ・ 月に発表､レポート提出、レポート及び作品展示 発表9
月 ・衣生活 ( )これからの住生活を考えよう １ ・隣近所とのトラブルの例から住まい方のマナーについて 学習ﾌﾟﾘﾝﾄ3
を営む ( )衣生活をみつめよう ３ 考え、暮らしやすい住環境作りへの課題に気付く。 行動観察1

( )健康で快適な衣生活のために ２ ・様々な場面での着装について、その問題点や課題に気付 実験・実習2
き、より健康で快適な着装を理解する。 ノート

１ ・制服をテーマに被服の機能を考える。 実験記録前期期末考査
・被服の性能に関する実験を通して被服材料の種類と特徴 被服カード10

月 を理解し、被服管理の方法を理解する。 作成
( )これからの衣生活を考えよう ２ ・被服ｶｰﾄﾞ（衣服の表示・価格・使用頻度など）を作成し 期末考査3

※テスト返却 て、資源の有効利用や被服計画の必要性に気付く （表計。
算ソフト使用）

資源を生 ( )家庭の経済生活をみつめよう １ ・家庭経済のしくみと家計の管理を理解する。 学習ﾌﾟﾘﾝﾄ1
かす ・ライフイベントを挙げ、経済生活の必要性を知る 行動観察

( )消費生活について考えよう ３ ・現代の消費生活の特徴から課題に気付き、シミュレーシ 実験・実習2
ョンを通して、状況に応じた購入を意思決定することが ノート
できる。 課題調査

( )消費者の権利と責任について調べよう ２ ・生活情報を適切に活用している。 ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習3
・トラブルの事例研究やロールプレイングを通して、消費 相互評価

( )環境に調和した生活をしよう ２ 者信用、自己破産、悪質商法、契約の意味を理解する。 関連図4
。・消費者の権利と消費者保護について調べ学習し理解する
。・環境と自分の消費者行動との関わりを図式化し理解する

・ＫＪ法で生活の工夫のアイデアを考えている。
・環境に配慮したライフスタイルの条件を考え実践する。

人生をみ ( )自分の生活をみつめよう ２ ・自立度をチェック、世代の異なる複数の人へのインタビ 自立度ﾁｪｯｸ11 1
月 つめる ( )人生を展開しよう ４ ューなどから、現在自分を取り巻く人やものとのかかわ 聞き取り調2

りに気付かせ、これからの課題を考える。 査
１ ・新聞などから家族や家庭の抱える問題を把握する。 行動観察後期中間考査

ともに生 ( )家族・家庭をみつめよう ２ ・ディベイトや地域の社会支援システムの調査などから社 学習ﾌﾟﾘﾝﾄ1
きる （※テスト返却 ※授業評価） 会制度としての家族や、これからの家庭や社会の在り方 授業評価表

( )家庭生活と社会について考えよう １ を考える。 中間考査12 2
月 ・授業評価を実施する。

( )子どもの成長･発達と生活について知ろう ３ ・ビデオ教材（ビデオクリップ）などの視聴で理解する。 行動観察1
１ ( )親になることを考えよう ２ ・妊婦体験や乳幼児との交流、調べ学習で乳幼児の特徴と 学習ﾌﾟﾘﾝﾄ2
月 ( )子どもの人権と福祉について考えよう ２ 現代の子育ての問題や地域の子育て支援策を理解する。 視聴記録3

・ 児童憲章 「児童福祉法」などに示された児童福祉の理 課題発表「 」
念をペープサートで発表する。

( )高齢者の生活をみつめよう ３ ・高齢者との交流や聞き取り調査などで高齢者の特徴や生 行動観察1
２ ( )高齢者の福祉について考えよう １ 活を理解する。 学習ﾌﾟﾘﾝﾄ2
・ ( )これからの高齢社会を考えよう １ ・福祉先進国の福祉制度やサービス、国民負担を調べ、我 視聴記録3
３ が国の高齢者福祉の課題を認識する。 ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習
月 生活をつ 家庭基礎学習のまとめ ・１年間の学習を生かして自分の将来について考える （生 生活設計。
くる 生活を創造しよう 生活設計 ２ 活設計） 年間の反省

１ 期末考査後期期末考査
70合計時間数

家庭基礎
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指導項目と内容のまとまりごとの具体の評価規準の年間指導計画例＜例２＞

項 単 指導項目 時 形 観 点 別 評 価 評価方法
目 元 間 態 関心･意欲･態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
オ 家庭基礎を ２ 講 ・家庭科の学習につ ・家庭科を学ぶ目的を 生活意識調
リテ 学ぶに当た 義 いて関心・意欲を 理解している。 査
エ って もって学習活動に ・ ホームプロジェク 履修歴調査

ー

「
ンシ 取り組んでいる。 ト」と「学校家庭ク
ョ ラブ活動」の意義に
ン ついて理解してい

る。

家 生 ( )食生活を 講 ・家族の栄養と食事 ・栄養的にバランス ・食品の栄養的特質 ・栄養的にバランスの 診断チェッ1 16
前 庭 活 みつめよ 義 について、各自の のとれた食事につ と調理上の性質を とれた食事の重要性 ク表
の を う ・ 食生活を振り返っ いて、日常の食事 家族の献立作成に や栄養素の種類と機 学習プリン
生 営 ( )健康な食 実 て考えようとして と関連づけて具体 生かすことができ 能、各ライフステー ト2
活 む 生活のた 験 いる。 的に考えている。 る。 ジごとの栄養的な特 調理実習実
と食 めに ・ ・主な食品の特質や ・現代の食生活の問 ・調理の基礎技術を 徴を理解している。 験・実習記

期 健生 ( )安全な食 実 調理法などに関心 題点について思考 身につけている。 ・栄養素等摂取の基準 録3
康活 食 生活のた 習 をもち調理実習・ を深めている。 ・配膳や食事のマナ や食品群別摂取量の 献立作成 Ｐ（
の 生 めに ・ 実験に取り組んで ・調理の安全・衛生 ーを踏まえ、楽し 目安を日常の食事と Ｃ）35

時 管 活 ( )食事をつ グ いる。 について具体的に く食事する工夫が 関連づけて理解して 視聴記4 VTR
間 理 を くってみ ル ・安全で衛生的な食 考えている。 できる。 いる。 録

と 営 よう 生活について考え ・安全と衛生に配慮 ・主な食品の栄養的特 ペーパーテ

ー

健 む ( )これから プ ようとしている。 した調理ができ 質と調理上の性質を スト5
康 の食生活 学 る。 理解している。

を考えよ 習 ・食品の腐敗や変敗、
う 食中毒、食品添加物

などについて理解し
ている。

住 住 ( )住生活を 講 ・住居の機能に関心 ・健康で安全かつ適 ・広告やキャッチフ ・家族の生活の場と 学習ﾌﾟﾘﾝﾄ1
生 生 みつめよ ７ 義 をもち、健康で安 切な住生活を営む レーズから、家族 しての住居の基本 行動観察
活 活 う ・ 全かつ適切な住生 ための方法につい の生活に応じた適 的な機能を理解し 中間考査
の を ( )健康で安 実 活を営むための方 て具体的に考えて 切な住居の計画や ている。 ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習2
管 営 全な住生 習 法を考えようとし いる。 選択ができる。 ・健康で安全かつ適 授業評価表
理 む 活のため ている。 切な住まい方や計
と に 画的な維持管理の
健 必要性について理
康 解している。

家 ＨＰの計画 ・ＨＰに関心をも ・生活の中から課題 ・目標を明確にし、 ・ＨＰの意義と実施H
庭 と実施 ４ ち、意欲をもって を見いだし、課題 計画を立てて実践 方法について理解P
とｸ ＨＰの発表 学習活動に取り組 解決に向けて思考 できる。 している。
学ﾗ んでいる。 を深め、適切に判
校ﾌﾞ 断している。

衣 衣 ( )衣生活を 講 ・被服の機能に関心 ・被服の機能と着装 ・着用目的に応じて ・制服から被服の保健 学習プリン1 8
生 生 みつめよ 義 をもち、健康で快 について家族の衣 健康的で快適な着 衛生的な機能と社会 ト
活 活 う ・ 適な着装について 生活とかかわらせ 装ができる。 的機能について理解 被服カード
の を ( )健康で快 実 考えようとしてい て考えている。 ・用途や着用目的に している。 作成による2
管 営 適な衣生 験 る。 ・用途や着用目的に 合った被服材料の ・被服材料の種類と特 調査研究
理 む 活のため ・ ・被服材料の性能や 合った被服材料の 選択や被服材料に 徴及び着心地や手入 ( Ｐ Ｃ 表 計
と に グ 改善に関心をも 選択と被服管理に 応じた洗濯ができ れ・保管にかかわる 算)
健 ( )これから ル ち、被服材料の選 ついて具体的に考 る。 性能を理解してい 実験記録3
康 の衣生活 択や被服の管理に えている。 ・被服カードを作成 る。 （被服材料

ー

を 考えよ プ ついて考えようと し資源の有効利用 ・洗剤の働きと汚れが 被服管理）
う 学 している。 や被服計画を検討 落ちる仕組み、乾式 ペーパーテ

習 できる。 洗濯と湿式洗濯の特 スト
徴や利用上の注意に
ついて理解してい
る。
・資源の有効利用の観
点に立った被服計画
の必要性を理解して
いる。

消 資 ( )家庭の経 ８ 講 ・家庭の経済生活、 ・消費者として主体 ・社会の変化にとも ・家計の管理、家庭経 学習プリン1
費 源 済生活を 義 社会の変化と消費 的に判断できるよ なう家計の管理や 済と国民経済との関 ト
生 を みつめよ ・ 生活、消費者の権 うになるために、 消費生活の課題に わりについて理解し 課題調査
活 い う 実 利と責任について 消費生活の現状と ついて具体的な事 ている。 ロールプレ
と か ( )消費生活 習 関心をもち、適切 課題、消費者の権 例を調査・研究し ・消費生活の現状と消 イング自己2
環 す について ・ な意思決定や消費 利と責任について たり、発表したり 費者の権利と責任に ・相互評価
境 考えよう グ 行動について考え 考えている。 することができ ついて理解してい ペーパーテ

後 ( )消費者の ル ようとしている。 ・環境負荷の少ない る。 る。 スト3
権利と責 ・消費生活と環境と 生活を目指して、 ・環境負荷の少ない ・消費生活と環境との

ー

家庭基礎
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家庭基礎

任につい プ のかかわりについ 生活意識や生活様 生活を目指し、消 かかわりについて理
て調べよ 学 て関心をもち、環 式を見直してい 費生活と環境との 解している。
う 習 境負荷の少ない生 る。 かかわりについて
( )環境に調 活の実践を目指し 検討することがで4
和した生 て工夫しようとし きる。
活をしよ ている。

期 う

人 生 ( )自分の生 ６ 講 ・人の一生を生涯発 ・自立や男女の平等 ・充実した人生を送 ・生涯発達の考え方に 実習プリン1
の 涯 活をみつ 義 達の視点でとら と相互の協力など るための生活設計 立ち、各ライフステ ト
一 発 めよう ・ え、家族・家庭生 の青年期の課題に の検討ができる。 ージごとの特徴と課 レポート
生 達 ( )人生を展 実 活の在り方や生活 ついて具体的に考 題について理解して2
と と 望しよう 習 設計などについて え、自己の生活設 いる。
家 家 考えようとしてい 計ともかかわらせ
族 族 る。 ながら考えを深め
・ ている。
福
祉 ( )家族・家 講 ・家事労働などとか ・現代の家族の特徴 ・現代の家族の特徴 ・現代の家族の特徴及 自立度チェ1 4

と 庭をみつ 義 かわらせて各自が や家庭の機能とそ や家庭の機能とそ び家庭の機能につい ック
も めよう グ 担う家庭での役割 の変化などを取り の変化などについ て理解している。 聞き取り調
に ( )家庭生活 ル について関心をも 上げ、固定的な性 て具体的な事例を 査2
生 と社会に ち、男女が協力し 別役割分業意識の 調査・研究し発表 新聞記事等35

ー

き つ いて考 プ て家庭や社会を築 見直しや男女が協 したりすることが ディベート
時 る えよう 学 くことを目指して 力して築く家族・ できる。 ペーパーテ

習 学習活動に取り組 家庭について考え ・固定的な性別役割 スト
間 デ んでいる。 を深めている。 分業意識の見直し

ィ や男女が協力して
ベ 築く家族・家庭に

ついて意見交換し

ー

ト たりできる。

子 ( )子どもの ７ 講 ・乳幼児の心身の発 ・子育ての意義につ ・妊婦体験や乳幼児 ・乳幼児の心身の発達 新聞記事等1
ど 成長・発 義 達の特徴に関心を いて考え、子育て との交流などの学 と生活、親の役割と レポート
も 達と生活 ・ もち、発達段階や を通して得られる 習を通して、乳幼 保育及び福祉につい ＶＴＲ視聴
を について グ 個性に応じて、親 ものについて考え 児との触れ合いや て具体的に理解して 記録
育 知ろう ル や家族が子どもと を深めている。 交流を深めができ いる。 学習プリン
て ( )親になる どのようにかかわ ・現代の子どもが育 る。 ト2

ー

る こ とを考 プ ったらよいかな つ環境の変化など ペーパーテ
えよう 学 ど、保育の在り方 について課題を見 スト
( )子どもの 習 について具体的に 付け、それらの原3
人権と福 考えようとしてい 因及び解決につい
祉につい る て考え、社会全体
て考えよ ・乳幼児の健やかな で子どもを支援す
う 発達を支える地域 ることの必要性に

及び社会の福祉サ ついて思考を深め
ービスの在り方に ている。
ついて考えようと
している。

高 ( )高齢者の ５ 講 ・高齢者の心身の特 ・高齢者の心身の特 ・聞き取り調査、ロ ・高齢者の心身の特徴 ロールプレ1
齢 生活をみ 義 徴と生活に関心を 徴の一般的な変化 ールプレイングや と生活及び福祉につ イング自己
者 つめよう ・ もち、高齢者を肯 と個人差に気づ 疑似体験を通し いて具体的に理解し ・相互評価
と ( )高齢者の グ 定的にとらえよう き、高齢者の生活 て、高齢者との交 ている。 疑似体験自2
生 福祉につ ル としている。 の実態と課題につ 流を深めることが 己・相互評
き いて考え ・高齢者を支える地 いて具体的に考え できる。 価

ー

る よう プ 域及び社会の福祉 を深めている。 聞き取り調
( )これから 学 サービスの在り方 査3
の高齢社 習 について考えよう 学習プリン
会を考え ・ としている。 ト
よう 実 ペーパーテ

習 スト

生 ( )生活を創 ３ 講 ・自分の将来につい ・生活の中から課題 ・充実した人生を送 ・各ライフステージの 生活設計1
活 造しよう 義 て関心をもち、意 を見いだし、課題 るための生活設計 課題について理解し 年間の反省
を ・ 欲をもって学習活 解決に向けて思考 を立案することが ている。
つ 実 動に取り組んでい を深め、適切に判 できる。
く 習 る。 断している。
る
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３ 単元ごとの指導と評価の計画

１ 科目の目標

人の一生と家族・福祉、衣食住、消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、

家庭生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を育てる。

２ 評価の観点の趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

人の一生と家族・福祉、 人の一生と家族・福祉、 人の一生と家族・福祉 人の一生と家族・福祉、、

衣食住、消費生活などに 衣食住、消費生活などに 衣食住、消費生活など 衣食住、消費生活などに

ついて関心をもち、その ついて見直し、課題を見 に関する基礎的・基本 関する基礎的・基本的な

充実向上を目指して意欲 付け、その解決を目指し 的な技術を身に付けて 知識を身に付けている。

的に取り組むとともに、 て思考を深めている。 いる。

実践的な態度を身に付け

ている。

３ 「 １）人の一生と家族・福祉 （内容のまとまりごと）の評価規準（ 」

□ 内容のまとまりごとの目標

人の一生を生涯発達の視点でとらえ、家族や家庭生活の在り方、乳幼児と高齢者の生活と福祉につい

て理解させ、男女が相互に協力して、家族の一員としての役割を果たし家庭を築くことの重要性につい

て認識させる。

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

人の一生の営みとしての 生涯発達の視点から、青 家族や家庭生活について 生涯発達と家族、乳幼児

家族や家庭生活、乳幼児 年期の課題を踏まえて、 調査・研究などができる の発達と保育・福祉及び

と高齢者の生活と福祉な 家庭生活の在り方、乳幼 とともに、交流などの実 高齢者の生活と福祉につ

どに関心をもち、家族や 児及び高齢者の生活、家 践的活動を通して、乳幼 いて総合的に理解し、人

保育・福祉の学習を自分 族・社会の果たす役割な 児や高齢者と適切にかか の一生の営みを自分の問

の問題としてとらえ、意 どについて課題を見付 わるために必要な基礎的 題としてとらえるために

欲的に学習活動に取り組 け、その解決を目指して ・基本的な技術を身に付 必要な基礎的・基本的な

んでいる。 思考を深めている。 けている。 知識を身に付けている。

家庭基礎



- 8 -

家庭基礎

＜人の一生と家族・福祉＞ 生涯発達と家族

□ 単元の目標

生涯発達の視点で各ライフステージの特徴と課題について理解させ、青年期の課題を踏まえて、男女

が協力して家庭を築くことの意義と家族や家庭生活の在り方について考えさせる。

□ 単元ごとの評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

・人の一生を生涯発達の ・自立や男女の平等と相 ・現代の家族の特徴や家 ・生涯発達の考え方に

視点でとらえ、家族・ 互の協力などの青年期 庭の機能とその変化な 立ち、各ライフステ

家庭生活の在り方や生 の課題について具体的 どについて、具体的な ージごとの特徴と課

活設計などについて考 に考え、自己の生活設 事例を調査・研究した 題について理解して

えようとしている。 計ともかかわらせなが り、発表したりするこ いる。

・家事労働などとかかわ ら考えを深めている。 とができる。 ・現代の家族の特徴及

らせて各自が担う家庭 ・現代の家族の特徴や家 ・固定的な性別役割分業 び家庭の機能につい

での役割について関心 庭の機能とその変化な 意識の見直しや男女が て理解している。

をもち、男女が協力し どを取り上げ、固定的 協力して築く家族・家

て家庭や社会を築くこ な性別役割分業意識の 庭について意見交換し

とを目指して、学習活 見直しや男女が協力し たり、充実した人生を

動に取り組んでいる。 て築く家族・家庭につ 送るための生活設計の

いて考えを深めている 検討ができる。。

□ 各授業時間ごとの主な内容

１ 自分をみつめる

主な学習内容 主な学習活動・具体の評価規準 評価の方法・指導

第 ○自分をみつめる 〇今の自分及び２０年後の自分にかかわる人やも ○学習プリント

１ 自分らしさ のについて考え、今の家族や社会との接点の重

時 自分の性格や特徴 要性について考えようとしている 【関①】。

間 〇２０年後の自分は？ ・自分の性格や特徴の分析チェック

目 ・ ２０年後の自分」の作文「

第 〇高校生にとっての自 〇ライフステージごとの自立について理解し、家 〇自立度チェック

２ 立とは？ 族の一員としての役割と今現在の自分の生活課 〇学習プリント

時 〇家族の一員としての 題を考えている 【思①】。

間 役割 ・自立度チェック

目 ・自分の生活課題をふまえたホームプロジェクト

のテーマ設定

第 〇いろいろなライフコ ○世代の異なる人へのインタビューからライフス 〇学習プリント（イン

３ ース テージの変化に気付き、各ライフステージごと タビューレポート含

時 〇ライフステージ毎の の特徴や課題を理解するとともに、人は生涯発 む）

間 発達課題と生活課題 達し続けることを理解している 【知①】 ○ペーパーテスト。

目 ・世代の異なる人へのインタビュー
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家庭基礎

第 〇ライフスタイル ○家族のライフスタイルの特徴をまとめ、家族の 〇生活時間の表（数日

４ 生活時間をどう設計 一員としての時間の使い方を考え、改善プラン 間課題 改善前と改

時 するか を積極的に取り組んでいる 【関②】 善後）。

間 家事労働を考える ・数日間の生活時間を記録 〇学習プリント

目 ・充実した生活時間への改善プラン立案

・改善プランの実施（事後の課題）

第 〇働くこととは 〇グループごとにインタビュー内容を世代別、男 〇学習プリント（イン

５ 〇自分の進路と職業選 女別にまとめ 職業の種類や労働形態を理解し タビュー含む）、 、

時 択 各自の職業観・勤労観を話し合いまとめてい ○班別学習の取組状況

間 る 【技①】 〇班別レポートと感想。

目 ・身近な就業者へのインタビューレポート

・自分が就きたい職業を発表

第 ○生活設計の必要性 〇「結婚」について自分の言葉で意見し、話し合 ○発言とその内容

６ 結婚を考える いから生活設計の必要性とそのポイントに気付 ○学習プリント

時 き、充実した人生を送るための検討ができる。 ○生活設計の立案（学

間 【技②】 習のまとめで実施）

目 ・ 結婚する派 「結婚しない派」のディベイト「 」

・生活設計の立案は「家庭基礎」の学習のまとめ

で行うことを確認

第 〇現代の家族の特徴 〇世代の異なるライフコースの比較から、家庭の 〇学習プリント（家族

７ 〇家庭の機能とその変 機能とその変化を取り上げ、現代の家族の特徴 関係の表含む）

時 化 を理解するとともに、社会に対する機能も理解

間 している 【知②】。

目 ・今現在の家族の関係度や機能度のチェック

第 〇家族に関する法律 〇法律クイズの事例から、家族に関する法律につ ○発言とその内容

８ あなたならどう考え いて理解し、事例の解決策や社会制度としての ○学習プリントの提出

時 る 家族について考えている 【思②】 と記述内容。

間 ・法律クイズ

目

第 〇男女共同参画社会と 〇固定的な性別役割分業意識や男女の協力に関す 〇発言状況

９ 家庭 る新聞記事等から現状を知り、固定的な性別役 〇学習プリント（チェ

時 割分業意識の見直しや男女が協力して築く家族 ックシート含む）

間 ・家庭が必要であることを理解している。

目 【知③】

・男性らしさ、女性らしさの判断チェック
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＜授業指導案例＞

教科(科目) 家庭（家庭基礎） 単元名 第１節 自分をみつめる

本時主題 １ 自分をみつめる (３時間目／９時）

本時の 世代の異なる人へのインタビューからライフステージの変化に気付き、各ライフステージごとの特徴や課
目 標 題を理解するとともに、人は生涯発達し続けることを理解する。

過
指導の内容 学 習 活 動 評価について 教師の指導

程

導 ・世代の異な １ 課題の世代の異なる人へのインタビ ・世代の異なる人へのインタ
入 る人へのイ ュー内容を確認し、わかることをまと ビューの課題ができている

ンタビュー める。 か確認する。
５ （課題確認） ・インタビューの内容の比較検討から、ラ ・課題をやっている生徒に対
分 ・本時の目標 イフステージの変化と課題、その契機と し意欲をほめる。

の確認 なる出来事を考えることを知る。

・各ライフス ２ 世代ごとに特徴を発表する。世代ご ＜Ｂを実現するための指導＞【評価規準 知①】
テージの特 との 課題は何かを考えながら、発表 ・積極的に発表するよう促世代の異なる人への
徴と課題 を学習プリントにまとめる。 す。インタビューからライ

・世代ごとの特徴と考えられる課題をまと ・世代ごとに比較できるようフステージの変化に気
め、ライフステージごとに比較する。 板書を工夫する。付き、各ライフステー
・ライフステージごとに課題が変化してい ・ライフステージの移行がどジごとの特徴や課題を
くことに気付く。 のようなできごとを契機に理解するとともに、人

おこるか考えさせる。は生涯発達し続けるこ
３ ライフステージの移行の契機となる ・データは婚姻率、平均初婚とを理解している。
できごとは何かを考え、発表する。 ＜評価方法＞ 年齢、年齢別出生率など推

学習プリント、ペーパ 移がわかるものを用意す
展 ４ 戦後から現在までの、結婚・出産年 ーテスト る。データはプリント及び
開 ・社会の変化 齢、子どもの扶養期間、老後期間の変 プロジェクタで全体に示

と発達課題 化をデータから読みとり、このような す。
社会の変化に伴って発達課題がどのよ Ａの例 ・今の自分を振り返らせ、生
うに変化したか考え、意見をまとめ発 ・世代の異なる人への 涯発達の視点をしっかり押
表する。 インタビューから各 さえる。

ライフステージの課 ・家族や他の人の多様な生き
・社会の変化に伴い発達課題も変化するこ 題に気付き、特徴を 方や価値観を尊重し、共生
とを理解する。 具体的にまとめてい していく姿勢を強調する。

る。
・人はライフステージごとの課題を解決し ・社会の変化に伴って ＜Ｃへの手だて＞、

・生涯発達の つつ一生を通じて発達し続けるという生 各ライフステージの ・青年期の自分と異世代の家
視点 涯発達の考え方を理解する。 課題も変化している 族を具体的に考えさせる。

ことを具体的にまと
めている。

ま ・本時のまと ・前時の青年期の発達課題を確認する。家
と め 族のライフステージと生活課題を確認す
め る。

・それぞれのライフステージの人とのかか
わりについて考え、互いを尊重し共生し

５ ていくことに関心をもつ。
分 ・自己評価する。

家庭基礎
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普通教科「家庭」

＜人の一生と家族・福祉＞ 乳幼児の発達と保育・福祉

□ 単元の目標

乳幼児の心身の発達と生活、親の役割と保育及び子どもの福祉について理解させ、子どもを生み育て

ることの意義を考えさせるとともに子どもの健全な発達のために、親や家族及び社会の果たす役割が重

要であることを認識させる。

□ 単元ごとの評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

・乳幼児の心身の発達の特 ・子育ての意義について ・事例研究や実践的な ・乳幼児の心身の発達

徴に関心をもち、発達段 考え、子育てを通して 学習を通して、乳幼 と生活、親の役割と

階や個性に応じて、親や 得られるものについて 児との触れ合いや交 保育及び福祉につい

家族が子どもとどのよう 考えを深めている。 流を深めることがで て具体的に理解して

にかかわったらよいかな ・現代の子どもが育つ環 きる。 いる。

ど、保育の在り方につい 境の変化などについて

て具体的に考えようとし 課題を見付け、それら

ている。 の原因及び解決につい

・子どもの健やかな発達を て考え、社会全体で支

支える地域及び社会の福 援することの必要性に

祉サービスの在り方につ ついて思考を深めてい

いて考えようとしている る。。

□ 授業時間ごとの主な内容

２ 乳幼児の発達と保育・福祉

主な学習内容 主な学習活動・具体の評価規準 評価の方法・指導

第 ○子どもを生み育てる 〇妊婦疑似体験を通して、子どもを生み育てる ○学習プリント（ウェビ

１ こと ことに関心をもち、親の責任について考えよ ング、聞き取り調査含

時 ○親としての責任 うとしている 【関①】 む）。

間 ・ 子どもを生み育てること」から連想する言 〇行動観察「

目 葉を記入（ウェビング法）

・自分が生まれた時の様子を聞き取り調査

第 〇乳幼児の心身の発達 〇乳幼児の心身の発達の特徴を理解する。 〇学習プリント

２ 【知①】

時

間 ・保育人形で、新生児の体重・身長を計測

目 ・ 乳幼児の発達のビデオクリップ」「

第 〇基本的生活習慣の形 〇乳幼児期の食生活の生活課題を理解し、基本 〇学習プリント

３ 成 的生活習慣の形成や社会的規範を身に付ける 〇行動観察

時 ことが重要であることを理解する 【知②】。

間 ・離乳食の試食
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普通教科「家庭」

目

第 〇子どもの遊びと発達 〇祖父母世代、親世代、自分の乳幼児期の遊び ○学習プリント（遊び体

４ 〇子どもの保育環境 と、現代の乳幼児の遊びに関心をもち、調査 験レポート含む）

時 に積極的に取り組んでいる 【関②】 〇発展課題の提出（児童。

間 〇「保育園実習」の映像と説明から、集団保育 文化財の製作と活用）

目 の様子を知り、集団保育の意義と役割につい

て考えている 【思①】。

・聞き取りやインターネットなどで調査

・発展課題として、身近な材料で児童文化財を

製作し、適する発達段階と活用方法を考察

第 〇親の役割と保育 〇親や家族が子どもにどのようにかかわったら ○学習プリント（視聴記

５ 〇愛着とは よいか考え 「愛着」が人間関係の基礎とな 録含む）、

時 〇子どもと親の相互関 ることを理解している 【知③】。

間 係 ○親の保育態度の影響力に気付くとともに、親

目 自身も親として育っていくことを認識する。

【思②】

・子育てに関するＶＴＲ視聴

第 〇少子社会における親 〇少子社会における親への子育て支援策の種類 〇行動観察

６ への子育て支援策 と活用法について調べることを通して、子育 ○学習プリント

時 ○子育ての意義と楽し ての意義と楽しさを考えている 【思③】。

間 さ ・調査や乳幼児をもつ親へのインタビュー（ま

目 たは交流）

第 〇児童福祉の理念 〇「児童憲章 「児童福祉法 「児童の権利に関 ○発表」 」

７ 〇子どもが育つ環境 する条約」などから児童福祉の理念を読み取 〇学習プリント

時 り発表したりまとめたりすることができる。 ○「子どもを生み育てる

間 【技①】 こと」のウェビング

目 〇新聞記事などの事例を通して、子どもが育つ

よりよい環境を保障するために親や家庭、社

会が果たす役割を考えようとしている。

【関③】

・１時間目に作成した「子どもを生み育てるこ

と」のイメージマップに記入
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普通教科「家庭」

＜人の一生と家族・福祉＞ 高齢者の生活と福祉

□ 単元の目標

高齢者の心身の特徴と生活及び高齢者の福祉について理解させ、高齢者の自立生活を支えるために家

族や地域及び社会の果たす役割が重要であることを認識させる。

□ 単元ごとの評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

・高齢者の心身の特徴と ・高齢者の心身の特徴の ・事例研究や実践的な ・高齢者の心身の特徴と

生活に関心をもち、高 一般的な変化と個人差 学習を通して、高齢 生活及び福祉について

。齢者を肯定的にとらえ に気付き、高齢者の生 者との触れ合いや交 具体的に理解している

ようとしている。 活の実態と課題につい 流を深めることがで

・高齢者を支える地域及 て具体的に考えを深め きる。

び社会の福祉サービス ている。

の在り方について考え

ようとしている。

□ 授業時間ごとの主な内容（次ページに示す ）。
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※ペーパーテストについては、その授業時間中に実施するのではなく、ある程度の内容のまとまりで実施するものとする。単元ごとの指導と評価の計画
３ 高齢者の生活と福祉
主な学習内容 ○目標 ・学習活動 学習活動における具体の評価規準 評価の方法

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
（ ）第 ○人の一生と ○高齢化のデータや高齢者を ①地域の高齢化に関 ①高齢期を自分の ○観察 取組状況・発表

１ 高齢期 イメージすることから高齢 するデータや高齢 問題としてとら 〇学習プリント（イメー
時 社会の特徴や問題点に気付 者をイメージする え、今の自分と ジ数含む）の提出と記
間 き、高齢期を自分の問題と ことから高齢化や 高齢者とのかか 述内容
目 してとらえ、自分とのかか 高齢者に関心をも わりについて考 ※ペーパーテスト

わりに関心をもつ。 ち、その特徴及び えている。
・地域の高齢化に関するデー 課題に気付き、ま
タの読みとり とめようとしてい

・高齢者のイメージ調査 る。
（ ）第 ○高齢者の心 ○高齢者の心身の変化の特徴 ①高齢者への聞き取 ①高齢者の加齢に ○観察 取組状況・発表

２ 身の変化の と生活を理解し、高齢者と り調査等から、高 伴うからだとこ ○聞き取り調査の内容
・ 特徴と生活 の関わり方、充実した高齢 齢者の生活を理解 ころの変化の特 ○学習プリント（聞き取

、 ）３ ○高齢者疑似 期のため今すべきことをま し発表している。 徴と生活を理解 り調査 実習記録含む
時 体験 とめることができる。 ②高齢者の疑似体験 し、これからの の提出と記述内容
間 ・身近な高齢者への聞き取り から、高齢者のか 自分の生き方に ○疑似体験自己・相互評
目 調査 らだとこころの変 結びつけて考え 価、

・高齢者疑似体験 化の特徴をまと 自分の言葉で言 ※ペーパーテスト
め 発表している える。、 。

（ ）第 ○ロールプレ ○老親を扶養することを通し ②ロールプレイン ③親の扶養をテーマ ○観察 取組状況・発表
４ イング て、高齢者と家族との関係 グにおいて、高 にロールプレイン ○ロールプレイング自己
時 「親の扶養、 や高齢社会の問題点を考 齢者と家族の適 グし、親の扶養に ・相互評価
間 あなたなら え、これからの高齢社会の 切な関係や高齢 対する自分の考え ○学習プリントの提出と
間 どうする」 あり方を考えることができ 社会の問題点に 及びその理由につ 記述内容
目 ○これからの る。 ついて考え、工 いてまとめたり発 ※ペーパーテスト

高齢社会を ・ロールプレイング 夫している。 表したりしてい
る。

第 ○高齢者の福 ○高齢者福祉の基本的な考え ②高齢者を支える地 ②高齢者福祉の基 〇学習プリントの提出と
５ 祉の基本的 方、高齢者福祉に関する法 域及び社会の福祉 本的考えを認識 記述内容
時 な考え方 律や制度、地域及び社会の サービスの在り方 している。 ○発展課題（ホームプロ
間 ○高齢者を支 福祉サービスや高齢者福祉 について考えよう ③高齢者を支える ジェクトやボランティ
目 える家族の 施設について理解させる。 としている。 地域及び社会の ア活動）の提出

役割と福祉 【発展課題】 福祉サービス、 ※ペーパーテスト
サービス ・介護保険制度、地域の福祉 高齢者福祉施設

サービス、福祉先進国の福 の役割について
祉を調査 理解し、説明で
・ホームプロジェクト きる。
・ボランティア活動

家庭基礎
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＜学習指導案例＞

教科(科目) 家庭（家庭基礎） 単元名 第３節 高齢者と生きる

本時主題 １ 高齢者の生活をみつめよう (１時間目／５時）

本時の ①地域の高齢化に関するデータや高齢者に対するイメージから高齢化や高齢者の特徴と課題に気付く。
目 標 ②高齢期を自分の問題としてとらえ、高齢者とのかかわりに関心をもっている。

過
指導の内容 学習活動 評価について 教師の指導

程

導 ・高齢者に対す １ 付箋に高齢者に対するイメ ・高齢者についてのイメージを
入 るイメージを ージを一つずつ書き出す。 自由に思い浮かばせ、気付い

あげよう ・高齢者のイメージからその特徴 た言葉を一つずつ付箋に書か
と課題を考え、高齢期を自分の せる。

５ ・本時の目標の 問題としてとらえ、自分とのか （付箋は班員ごと色を変える
分 確認 かわりに関心をもつことが目標 とよい）

であることを知る。
・高齢期の特徴 ＜Ｂを実現するための指導＞【評価規準 関①】
と課題 ２ 班ごとに各自が書き出した ・言葉のグループ分けはある程地域の高齢化に関するデ

言葉をグループ分けし共通す 度キーワードを予想して行わータや高齢者をイメージす
る言葉を考え、イメージした せる。ることから高齢化や高齢者
言葉の数の合計とキーワード ・キーワードをさらにグループに関心をもち、その特徴及
を発表する。 分けしやすいよう板書する。び課題に気付き、まとめよ

展 ・机間指導により生徒の状況をうとしている。
開 ３ 各班が発表したキーワード ＜評価方法＞ 把握し、ヒントを与える。

から共通する言葉を考え発表 学習プリント、行動観察 ・データをプロジェクターで示
する。 しながら意見を発表させる。Ａの例

・地域の高齢化に関するデ ・先にイメージした特徴や課題
・共通の言葉が高齢者の特徴や課 ータを読みとったり、高 との比較にもふれさせる。
題を示していることを知る。 齢者をイメージする際、 ・生涯発達の視点や、いずれは

積極的にいろいろな角度 自分も高齢期を迎えることを
・高齢期につい ４ 各データを見て気付いたこ から読みとり、イメージ 意識させる。40

分 て とを学習プリントにまとめ、 を広げている。 ・自立した高齢期にするために
・データからわ 発表する。 ・グループでの話し合いに は高齢期の特徴を知り、課題
かることは 積極的に参加して意見を を解決する力をつける必要性

・高齢期の特徴と課題について知 述べている。 を強調する。
る。 ・高齢期の特徴と課題をま
（平均寿命、仕事の種類、昼間の とめる際、現象のみでな ＜Ｃへの手だて＞
活動時間、平均自立期間、高齢 く、高齢者の気持ちにな ・イメージがわかない生徒に
化率の推移などのデータ） って考えている。 は、お年寄りの写真を数枚示

し、写真からわかることから【評価規準 思①】
考えるよううながす。高齢期を自分の問題とし
・グループの話し合いで思いつてとらえ、今の自分と高齢
きで発言したり、発言をほと者とのかかわりについて考
んどしない生徒には、他の生えている。

・自分の課題は ５ 高齢期をどうとらえるのか ＜評価方法＞ 徒の発言についての感想を聞、
今、高齢者とどのようにかか 学習プリント いたり、お年寄りとかかわっ
わっていきたいのか考えをま Ａの例 た思い出を振り返らせたりし
とめ発表する。 ・高齢期を自分の問題とし て、高齢者と自分とのかかわ

てとらえ、今の自分と高 りについて関心をもたせるよ
・高齢期にも人生の一時期として 齢者とのかかわりについ うにする。
の特徴と課題があり、高齢期の て考える際、高齢者を肯 ・今の自分と高齢者とのかかわ

80とらえかたによって過ごし方が 定的にとらえ、積極的な りについて考える際 人生、
かわってくることを知る。 かかわりの中で今後の自 年の人の一生を示したグラフ

分の生き方、在り方につ から今の自分の位置を確認さ
なげていこうと考えてい せ、高齢期の特徴と課題を今
る。 の自分と結びつけて考えるよ

うにうながす。

ま ・本時のまとめ ・自立した高齢期にするために何
と 自立した高齢 が必要か考え、今後の学習につ
め 期のためにす なげる意欲をもつ。
５ べきこと ・自己評価
分

家庭基礎
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＜参考資料１＞自己評価表（例）
自分発見カード「人生をみつめともに生きる」

年 組 番 氏名

わかったこと・できるよう◎学習を振り返り、自分をみつめよう ４･３･２･１
になったこと・疑問として意欲的に 考え 月

残ったこと・これからした学習内容 取り組んだ 判断した できた わかった 日

いこと

自分をみつける 今の自分と２０ 今の自分と２０ 家族や社会との

年後の自分を人 年後の自分を人 接点が重要であ

やものともかか やものとのかか ること、自分の

わりで積極的に わりで考え、家 生活が変化して

考えた。 族や社会とのつ いくことがわか

ながりに気付い った。

た。

自己評価

高校生にとって 自立度チェック 自立度チェック 自立について発 ライフステージ

自立とは から自分の自立 から高校生にと 表した。 ごとの自立や家

度に関心をもっ っての自立とは 族の一員として

た。 どういうことか 役割を果たすこ

考えた。 とが大切である

こ と が わ か っ

た。

自己評価

ライフステージ 異世代の人へイ 異世代の人への 異世代の人へイ 各ライフステー

ごとの発達課題 ンタビューし、 インタビューか ン タ ビ ュ ー し ジ の 特 徴 や 課

と生活課題 まとめることが らライフステー た。 題、社会の変化

できた。 ジごとの発達課 レポートを発表 にともなう発達

題と生活課題を した。 段階の変化がわ

考え、生涯発達 かった。

の視点でとらえ

ることができた。

自己評価

生活設計を考え 家族の一員とし １日分の生活時 生活設計とライ

る て時間の使い方 間を３つの時間 フスタイルの関

を考え、実践し に分類し示すこ 係や家族の一員

たい。 とができた。 としての役割を

果たすことの重

要 性 が わ か っ

た。

自己評価

男女共同参画社 男性らしさ、女 固定的な性別役 固定的な性別役

会と家庭 性らしさの判断 割分業意識や男 割分業意識の見

から自分の性別 女の協力に関す 直しや男女が協

役割分業意識を る新聞記事をも 力して築く家族

見直すことがで とに自分の意見 ・家庭が必要で

きた。 を発表できた。 あることがわか

った。

自己評価

※単元の流れがわかるように単元ごとに作成する例

＜参考資料２＞乳幼児の発達と保育・福祉の学習前・後のウェビング法による評価例

「子どもを生み育てることとは」から連想する言葉

を自由に書かせる。線でむすんでもよい。

子どもを生み育てるこ 生徒の興味・関心の流れを図式化しようとする技法

ととは である。

「乳幼児の発達と保育・福祉」の単元の始めと終わ

りに実施する。シートは同じものを使用し、連想した

語彙数の変化と語彙の質を評価する方法である。

家庭基礎
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家庭基礎

ウェビング法の評価規準例

評価 評 価 規 準

（点数）

１ 思いつきの単語のみの記述である。

２ 子どもを生み育てることについて、子どもの立場でとらえ親とのかかわりなどの記述がある。

、 。３ 子どもを生み育てることについて 子どもと親の立場でとらえ保育の具体的事例をあげている

４ 子どもを生み育てることについて、子どもと親の立場でとらえそれぞれのかかわりや地域社会

の支援策まで具体的な事例が複数書かれている。

＜参考資料３＞
「人の一生」 異世代のひとにインタビューしよう

年 組 番 氏名

※小学生以下、学生、社会人未婚、社会人既婚別、高齢者にインタビューする※

世 性別・年齢・ 生活の中心 生きがい（今、打ち込ん 課題 困っていること 大切な人（ ）

代 家族構成 でいること 楽しいこと ※無理に聞かない （関係）、 ）

小 男・女（ 歳） 小（ 年）

学 幼・保・家にいる

生 家族構成（同居） 主にやっていること どんなふうにやっている 理由（なぜ） 理由（なぜ）

以 か

下

男・女（ 歳）

男・女（ 歳） 職業

高

齢 家族構成（同居） 主にやっていること どんなふうにやっている 理由（なぜ） 理由（なぜ）

者 か

インタビューの感想、わかったこと、疑問に思ったことなど

＜参考資料４＞ 調査レポートの評価規準例

観 点 評 価 の ポ イ ン ト 評 価

関心・意欲・態度 提出期限は守られたか 調査対象が幅広く意欲的であるか Ａ・Ｂ・Ｃ

思考・判断 テーマに関する自分の意見・考察が述べられているか Ａ・Ｂ・Ｃ

技能・表現 レポートの構成が適切で工夫され読みやすく表現されているか Ａ・Ｂ・Ｃ

知識・理解 調査の内容が適切か Ａ・Ｂ・Ｃ

＜参考資料５＞単元毎の補助簿例

・ペーパーテスト以外の評価方法について、よい点や気付いた点などを記録する補助簿である。

・教師による観察だけでなく自己評価などを合わせて記録することにより、一人ひとりの生徒の状況を

把握して自己評価の低い生徒への指導や指導方法の工夫改善に生かすことを意図している。

単元「自分をみつめる」の補助簿例

学習プリント ３段階 自己評価 ３段階 自立度 生活 よ い 点

氏名 観 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ﾁｪｯｸ 時間 観察 気 が 付 総

点 (提出) (提出) (発言) い た こ 合

(内容) (内容) と

関

○○□□ 思

技

知

関

○○○□ 思

技

知
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家庭基礎

＜参考資料６＞調理実習の補助簿例（実習台の座席表を用いたもの）
実習内容 青年期の昼食（中国料理の基礎） 評価規準

関】本時の献立の調理に関心を持って取り組み、調理技術を習【

得しようとしている。１年 組 実習日 ○月○日第 限

【思】食材の特質を生かした調理法や盛りつけを工夫している。

【技】適切な切り方、加熱方法、調味方法により調理ができる※Ａ「十分満足できる」状況 と

【技】食品や調理器具等を安全で衛生的に取扱い、ごみを適切にＣ「努力を要する」状況」を記入

処理できる。空白は「おおむね満足できる」状況と判断

関 思 技 （１班） 関 思 技 関 思 技 （２班） 関 思 技

Ａ 氏名 氏名 Ａ 氏名 氏名

Ｃ Ｃ 氏名 氏名 氏名 氏名 Ａ

氏名 Ｃ 氏名

関 思 技 （３班） 関 思 技 関 思 技 （４班） 関 思 技

Ａ 氏名 氏名 氏名 氏名

氏名 氏名 氏名 氏名

氏名 氏名

※数回の調理実習で計画的にすべての生徒について観察できるようにする。

（少人数授業で１回の実習ですべての生徒を観察できる場合は毎回観察してもよい ）。

Ｃ「努力を要する」と判断される生徒については、適切な支援をするとともに、もう一度観察する。

＜参考資料７＞調理実習の自己評価・相互評価
○できた ×できなかった ×はその理由を考えよう

観 点 自己評価 相互評価

チェック（理由） 評価し合おう

五 材料の扱い方 ①豚肉の下味が適切である。

目 ②干ししいたけのそぎ切りができている。

う ③材料の大きさがそろっている。

ま ④スープ、水溶き片栗粉の準備ができている。

煮 加 熱 の 状 態 ⑤強火で一気に仕上げ、火が通っている。

ど ⑥とろみが均一でだまができていない。

ん で き ば え ⑦食品の色が生かされている。

ぶ ⑧とろみ加減が適当である。

り 調 味 ⑨塩、こしょうが適当である。

涼 材料の扱い方 ①きゅうりの下処理が適切である。

（ ） 。拌 ②材料の切り方 せん切り がそろっている4cm
三 加 熱 の 状 況 ③はるさめの加熱方法が適切である。

絲 で き ば え ④食品の色が生かされている。

調 味 ⑤甘みと塩味と酸味のバランスがとれている。

盛 り 付 け ①盛りつけがそろっている。

配 膳 ②配膳の位置が適切である。

感想


